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神奈川県茅ケ崎市にある住宅型有料老人ホーム『ラ・メゾン・ド・

ソレイユ』。「音楽の力で、日々に“元気”と“幸せ”を。」これ

をテーマに、まさに音楽療法を日常に取り入れた、音楽好きな方が

集まる夢のような高齢者施設。
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　コロナ感染症対策で安全第一を優先し、家族面会も出来
ないと云う手段を選んだ高齢者施設も多くあります。施設の
ご入居者様は、個々に身体の健康状態も違いますので、多くの方々が住まう施設では、外部との接触を断つ
事が賢明な対策と言えます。たとえ家族であろうとも・・・。

「感染症から命を守る」という事に繋がると判断するのは最な事だと私も思います。
　そのような苦肉の策を取らざるえない施設が多いい状況化の中で、唯一、家族面会を遮断せず、ルールを
守り、限られた条件の中で、最小限の音楽イベントを開催し、ご入居者様の「楽しみ」を損なわない方針で暮
らす高齢者施設がございました。

　ご入居者様が毎日生活する施設から離れ、茅ヶ崎駅前に所在するクラシック専門の音楽ホール(スタジオ
ベルソー)までバスに乗り、コンサート鑑賞すると云う、コロナ禍においての外出は一大イベント!
　コロナ禍以前の世の中は、友人や家族、気の合う仲間達とコンサート会場に出向き、楽しいひとときを過ご
す事は当たり前とされる世の中でした。それは演奏家にとっても同じことで、人前で演奏をお届けすることは、
何の規制もなく当たり前なことだったのです。

日本で過ごす最後の夏、《辻田紗理ソプラノ
リサイタル in 茅ヶ崎》にて、この『ラ・メゾン
・ド・ソレイユ』のご入居者様とかけがえの
ないひと時を過ごす事が出来ました。

　これまでの私は、日本の音楽大学院を修
了し、ヨーロッパの大学でマスターレッスン
を受けながら、日本と海外を往復し、国内の
コンクールを受ける日々でした。今年の秋に
は紀尾井ホール、浦安音楽ホールの単独リ
サイタル公演も決定していました。今年の
夏は、日本で過ごす最後の夏。そうです。
単独リサイタル公演を終えたら、ジュリアー
ド音楽院入学に向け、渡米が決まっていた
からです。
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　声とピアノの生演奏は、デジタル音とは違い、脳に伝わる周波数により、深く身体の神髄に届きます。

　「音楽は脳の薬である」プラトンの言葉のように・・・。
何百年も昔に作られた偉大な作曲家の音楽の恩恵を、演奏を通してご入居者様と味わえた事。何よりもの幸
せなひとときでした。いつもの施設とは違う場所へ向かう時間こそが喜び！バスに乗り、数分でも街を歩き、夏
の潮風に触れる。音楽ホールまでの小旅行。私の演奏会が、ご入居者様にとって、ほんのひとときでもコロナ
禍からの解放、人として味わう心と身体の自由時間となるキッカケとなったと思えた事が嬉しくてたまりませ
ん。いつでも好きな場所へ移動でき、自由に人と会える事が「当たり前」でなくなった今、そんな“当たり前”に
とても感謝しつつ、また、恐縮でありますが、私が音楽家として、歌手として、ご入居者様の小さな力になれた
と思えた瞬間でもありました。演奏会が始まる前も、終わってからもご入居者様の表情が生き生きとしていて、
とても嬉しくなりました。これらの‟触れ合い”と‟感謝”を胸に、この秋、私は渡米いたします。

演奏会開演前の待機スペースとして、大きなお部屋に椅子をご用意し、ご入居者様のお身体をお気遣いく
ださったスタジオベルソーの皆様。施設から会場までの移動、演奏会中もご入居者様のケアを見守ってくだ
さったラ・メゾン・ド・ソレイユ職員の皆様。日本で過ごす最後の夏に、素晴らしい時間を誠にありがとうござ
いました。そして、同じこの時を過ごしたピアニスト高知尾純氏に感謝をこめて。

~エッセイ後記~

(8月4日辻田紗理ソプラノリサイタル/辻田紗理(Sop)高知尾純(Pf)スタジオベルソー)
(写真協力:ラ・メゾン・ド・ソレイユのご入居者様、ラ・メゾン・ド・ソレイユ職員一同様)


